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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究では、進化分子工学の手法を用いて、従来以上の高い細胞機能制御能を有する新しい種々

の成長因子の創成、それらの生体組織への特異的結合の実現、及び拡張進化分子工学による金属及

び無機材料への特異的結合の実現の３点を目的としていた。第３の目的に関しては、順調に成果が

得られていると判断できる。しかし、第１と第２の目的に関しては、進化分子工学的手法を生かし

た新しい成長因子の創出と機能発現についての成果が十分には得られていないと判断される。 

進化分子工学的手法による実用的な新生理活性物質創出の総括と、拡張進化分子工学への展開に

ついて整理し研究を進めるように今後の努力が必要である。 

検証結果   当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部上がらなかった。 

 本研究は、研究代表者のグループが永年培った成長因子固定化概念と進化分子工学方法

論を融合し、新規な結合性成長因子の創成と機能評価、及び進化分子工学の方法論の拡張

とその応用性評価を課題としていた。前者については、コラーゲン結合性骨形成タンパク

質（BMP）や幹細胞成長因子（HGF）の有用性、及び修飾 BMP がチタンへ結合して生物

活性を発揮することを明らかにした。後者については、上皮細胞成長因子（EGF）及び血

管内皮細胞成長因子（VEGF）でコラーゲン結合性を付与することを達成した。これらの

研究成果は、Biomaterials 誌をはじめ国際的学術雑誌等に発表され、評価を得ている。し

かし、当初計画にある新規タンパク質の生物活性評価や動物実験での有効性評価などは一

部にとどまっており、今後の進展を期待する。 
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